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学位論文内容の要旨

近年のインターネットの利用の急速を普及に従い，ソーシヤルネットワークサイトやブログ，マイク

ロプログをどメディアのユーザが急増している．これらのユーザは文法・綴り・旬読点をどの規則

から逸脱したカジュアルな英語スラング表現を使用することが多いため，これらのテキストを理解

する必要性が増大しつっある，このようを状況に対して，カジュアルで例外的を英語スラング表現の

標準化が研究の対象とをっていることは非常に少をく，これまで自然言語処理の分野では相当労カ

を必要とする仕事とみをされてきた．関連研究としては全自動，統計的を手法が圧倒的に多く見られ

る一方，本学位論文では手動と自動の両方を融合した手法を用い，この問題においてはこのような手

法がより適切を手法であることを実験により実証している．それゆえ，本研究の目的は自動的トーク

ン化，マッチングや置き換えをどの要素手法と，手動で作成した高品質で網羅性の高いデータベース

と組み合わせたシステムに用いられる独自の知見を多くの人々が使えるコミュニケーション支援の

ための，フレーズを含む語彙データベースとして得ることである．

本学位論文では，独自の語彙ベースを応用したカジュアルな英語スラング表現のテキスト処理を研

究課題とし，テキストの標準化および生成を行った結果について述べる．まず自動標準化のための実

験システム(CECS: Casual English Conversion System)の提案を行った.CECSの応用は2っある．

一っは機械翻訳や情報抽出をどの自然言語処理タスクにおいてノイズの多いデータの前処理システ

ムである，もうーっは，現在の国境を越えたコミュニケーションへの積極的を参加が困難である実質

的に国際標準語となっている英語以外が母国語であるユーザのために，ソーシャルメディアにおけ

る英文の読書理解カを支援するシステムである.CECSを用いて行った評価実験は機械翻訳の前処

理実験とコミュニケーションのための評価実験の2種類である．機械翻訳の前処理実験では，CECS

を用いて前処理を行い，′l'witter上の文章を機械翻訳の入カとして評価を行ったが，前処理を行わを

かった場合と比較すると前処理後の翻訳されていをいトークンが平均74.3%減少し，翻訳が誤った

トークンが平均37.2%減少した．また，コミュニケーションのための評価実験では，被験者の理解度

がSD法(Semantic Differential Method:意味差判別法）の5段階のスケールにおいて平均1ポイン

ト向上した．これらの実験結果から，提案システムの有効性と必要性が確認された．

カジュアル橡英語スラング表現の普及に伴う問題として，一般のユーザにとってその文章の理解が

困難というのはもちろんだが，もうーつの問題としてその文章に多く見られる独自性のあるスペル

を作成し，文章中に入れること自体も一般のユーザにとって，簡単ではをぃと考えられる，そのた

め，本研究では標準化だけでをく，さらに，英語スラング表現を自動的に生成するシステムの提案を

行い，独自の音節データベースを応用する実験システム(CEGS: Casual English Generation System)

の開発を行った．人間のコミュニケーションを支援するとぃう最終的誼目的の基にCEGSはCECS
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という双方向の機能を有するシステムの開発を行った，本実験システムの科学的を目的は音節ベー

スを用いることにより人間の独創的の文章創造能カを代行することができるかという人工知能的を

ものである，また，工学的側面としては，ソーシヤルメディアにおいてカジュアルを表現を書くこと

が苦手顔世代を対象としたカジュアル表現の自動生成システムや，テキストを用いる会話システム

の文章表現の自然性を向上させることをどが考えられる.CEGSの評価実験を行をった結果，被験者

50名に対して行をったチューリングテスト型の実験では．CEGSの出力文の人間らしさが人間の書

いた文よりやや低く評価された．しかし，この差は5点スケールで平均0.6点という小さ毅もので

あった．また，CEGSの出力文の中で，実際に人間の書いた文より高く評価された事例もあった．この

結果から，Twitt・erをどの文章に似た英語のスラング表現を生成するタスクにおいて，CEGSが有効で

あることが確認された．

英文の電子コミュニケーションを支援するための語彙データベースを応用したテキストの標準化及

び生成システムの実験結果より本学位論文で提案する手法が，ソーシャルメディア等に頻繁に出現

する英語スラング表現を処理するために有効であり，英語カが低い人や年配の人をどを含むユーザ

のコミュニケーションのサポートを行うためのデータベースの開発に貢献することを確認した．
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  Normalization and Generation of Social rvIedia Casual

English usingaLexical Base to Support Communication

（コミュニケーション支援のためのソーシャルメデイアにおける英語スラン

  グ表現を対象とした語彙ベースに基づくテキスト標準化および生成）

  近年のインターネットの利用の急速を普及に従い，ソーシャルネットワークサイトやブログ，マイ

クロプログをどメディアのユーザが急増している．これらのユーザは文法・綴り・句読点をどの規

則から逸脱したカジュアルを英語スラング表現を使用することが多いため，これらのテキストを理

解する必要性が増大しつっある．このようを状況に対して，カジュアルで例外的を英語スラング表現

の標準化が研究の対象とをっていることは非常に少をく，これまで自然言語処理の分野では相当労

カを必要とする仕事とみ極されてきた，関連研究としては全自動，統計的を手法が圧倒的に多く見ら

れる一方，本学位論文では手動と自動の両方を融合した手法を用い，この問題においてはこのよう誼

手法がより適切教手法であることを実験により実証している．それゆえ，本研究の目的は自動的トー

クン化，マッチングや置き換えをどの要素手法と，手動で作成した高品質で網羅性の高いデータベー

スと組み合わせたシステムに用いられる独自の知見を多くの人々が使えるコミュニケーション支援

のための，フレーズを含む語彙データベースとして得ることである．

  本学位論文では，独自の語彙ベースを応用したカジュアルを英語スラング表現のテキスト処理を

研究課題とし，テキストの標準化および生成を行った結果について述べる．まず自動標準化のため

の実験システム(CECS: Casual English Conversion System)の提案を行った.CECSの応用は2っあ

る．一っは機械翻訳や情報抽出をどの自然言語処理タスクにおいてノイズの多いデータの前処理シ

ステムである．もうーつは，現在の国境を越えたコミュニケーションへの積極的を参加が困難であ

る実質的に国際標準語とをっている英語以外が母国語であるユーザのために，ソーシャルメディア

における英文の読書理解カを支援するシステムである.CECSを用いて行った評価実験は機械翻訳

の前処理実験とコミュニケーションのための評価実験の2種類である．機械翻訳の前処理実験で

は，CECSを用いて前処理を行い，Twitter上の文章を機械翻訳の入カとして評価を行ったが，前処理

を行わをかった場合と比較すると前処理後の翻訳されていをぃトークンが平均74.3%減少し，翻訳

が誤ったトークンが平均37.2%減少した．また，コミュニケーションのための評価実験では，被験者

の理解度がSD法(Semantic Differential Method:意味差判別法）の5段階のスケールにおいて平均

1ポイント向上した．これらの実験結果から，提案システムの有効性と必要性が確認された．

  カジュアルを英語スラング表現の普及に伴う問題として，一般のユーザにとってその文章の理解

が困難というのはもちろんだが，もうーつの問題としてその文章に多く見られる独自性のあるスペ
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ルを作成し，文章中に入れること自体も一般のユーザにとって，簡単ではをぃと考えられる．そのた

め，本研究では標準化だけでをく，さらに，英語スラング表現を自動的に生成するシステムの提案を

行い，独自の音節データベースを応用する実験システム(CEGS: Casual English Generation System)

の開発を行った．人間のコミュニケーションを支援するという最終的を目的の基にCEGSはCECS

という双方向の機能を有するシステムの開発を行った．本実験システムの科学的を目的は音節ベー

スを用いることにより人間の独創的の文章創造能カを代行することができるかという人工知能的誼

ものである．また，工学的側面としては，ソーシヤルヌディアにおいてカジュアル顔表現を書くこと

が苦手を世代を対象としたカジュアル表現の自動生成システムや，テキストを用いる会話システム

の文章表現の自然性を向上させることをどが考えられる.CEGSの評価実験を行橡った結果．被験者

50名に対して行教ったチューリングテスト型の実験では。CEGSの出力文の人間らしさが人間の書

いた文よりやや低く評価された．しかし。この差は5点スケールで平均0.6点という小さをもので

あった．また，CEGSの出力文の中で，実際に人間の書いた文より高く評価された事例もあった．この

結果から，Twitterをどの文章に似た英語のスラング表現を生成するタスクにおいて，CEGSが有効で

あることが確認された，

  英文の電子コミュニケーションを支援するための語彙データベースを応用したテキストの標準化

及び生成システムの実験結果より本学位論文で提案する手法が，ソーシャルメディア等に頻繁に出

現する英語スラング表現を処理するために有効であり，英語カが低い人や年配の人をどを含むユー

ザのコミュニケーションのサポートを行うためのデータベースの開発に貢献することを確認した．

  これを要するに，著者は，ソーシャルメディア等に頻繁に出現する英語スラング表現を処理するた

めのテキスト処理手法を提案し，その標準化と生成について実験システムを開発し，評価実験によっ

て本手法の有効性を示したものであり，自然言語処理工学の発展に貢献するところ大をるものがあ

る．よって著者は，北海道大学博士（情報科学）の学位を授与される資格あるものと認める，
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